
　

一
一
月
九
日
、
セ
ラ
ト

ピ
ア
土
岐
に
お
い
て
市
民

学
術
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
市
民
学
術
講

演
会
は
毎
年
秋
に
、
土
岐

市
で
開
催
し
て
い
る
国
際

会
議「
国
際
土
岐
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
」に
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
、（
株
）

デ
ン
ソ
ー
の
豊
田
千
寿
夫

氏
に「
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
と
題
し
た
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
〇
〇
年
前
に
起
こ
っ
た

自
動
車
大
量
生
産
の
大
変
革
か
ら
、
そ
の
後
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
（
自
動
車
に
限
ら
ず
移
動
手
段
一

般
を
指
す
）
の
変
遷
を
振
り
返
り
、
今
自
動
車

業
界
に
押
し
寄
せ
て
い
る
「
一
〇
〇
年
に
一
度

の
大
変
革
」
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
I
T
技
術
や
自
動

運
転
を
活
用
し
た
交
通
事
故
の
な
い
、
誰
も
が

自
由
に
移
動
で
き
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
将
来
像
を

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
七
〇
名
で
、

講
演
後
も
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
私
た
ち
の
生

活
に
直
結
す
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
に
愛
知
で
決
め
ら
れ
た
目
標
は
ど
う
な
っ
た
の
？

あしたの地球　テラ・ストーリーあしたの地球　テラ・ストーリー

　

二
〇
一
〇
年
愛
知
県
名
古
屋
市
で
、
生
物
多
様
性
条
約
第
一
〇
回
締
結
国
会
議
（
C
O
P
1
0
）

と
い
う
大
規
模
な
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
覚
え
て
い
ま
す
か
。
核
融
合
科
学
研
究

所
も
展
示
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
生
き
物
の
生
息
環
境
を
守
る
こ
と
、
生
物

資
源
や
遺
伝
資
源
を
持
続
的
に
公
平
に
利
用
す
る
こ
と
を
世
界
中
の
国
々
が
話
し
合
う
場
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
生
物
多
様
性
の
損
失
を
く
い
止
め
る
た
め
の
「
愛
知
目
標
」
と
呼
ば
れ
る
歴
史

的
な
行
動
目
標
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば「
生
き
物
の
生
息
地
が
失
わ
れ
る
速
度
を
半
減
す
る
」

「
今
知
ら
れ
て
い
る
絶
滅
危
惧
種
の
絶
滅
を
防
止
す
る
」
と
い
っ
た
二
〇
の
個
別
目
標
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
愛
知
目
標
の
ほ
ぼ
全
て
の
項
目
に
、「
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
」
と
い
う
達
成
期
限

が
付
い
て
い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
と
い
う
と
、
も
う
来
年
の
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
は
、
来
年

ま
で
に
こ
の
「
愛
知
目
標
」
は
達
成
で
き
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

C
O
P
1
0
が
き
っ
か
け
で
設
立
さ
れ
た
「
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
政

府
間
科
学
政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（
I
P
B
E
S
）
は
、
愛
知
目
標
達
成
に
向
け
た
政
策
提
言

を
行
う
組
織
で
、
世
界
一
三
二
カ
国
の
政
府
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
五
月
、
五
一
カ
国
一
四
五
人
の
科

学
者
が
約
三
年
を
か
け
て
纏
め
た
政
策
立
案
者
向
け
の
報

告
書
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
な
ん
と
「
二
〇
二
〇

年
に
向
け
た
愛
知
目
標
の
ほ
と
ん
ど
が
達
成
で
き
な
い
だ

ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
愛
知
と
い
う
身
近
な
名
前

が
付
い
た
目
標
だ
っ
た
だ
け
に
と
て
も
残
念
で
す
。
報
告

書
は
、
現
在
二
五
％
の
動
植
物
が
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
、
今
後
一
〇
年
の
う
ち
に
一
〇
〇
万
種
の
動
植
物
が
絶

滅
す
る
だ
ろ
う
と
警
告
し
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
に
は
、

土
地
利
用
、
乱
獲
、
気
候
変
動
、
公
害
、
外
来
種
の
侵
入

な
ど
人
類
の
活
動
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
生
物
多

様
性
は
人
類
の
生
存
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
の
に
、

私
た
ち
は
そ
れ
を
自
ら
失
お
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

地球温暖化、異常気象、食料危機、資源枯渇と、地球は多くの問題を
抱えているよね。いま、ぼくたちのできることを考えてみよう。

日本で絶滅のおそれがあるツシマヤマネコ

参考：環境省のHP, https://www.biodic.go.jp/biodiversity/activity/policy/ipbes/index.html



　大型ヘリカル装置（LHD）では、３種類の方法でプラズマ
を加熱しています。中性粒子入射加熱（NBI）、電子サイクロ
トロン共鳴加熱（ECH）、イオンサイクロトロン共鳴加熱
（ICH）の三つです。このうちICHを用いた実験は、装置を改
良するためしばらく休止していましたが、今年度から実験を再
開しました。真空容器内に取り付けたアンテナ（右の写真）か
ら強力な電磁波をプラズマに入射し、主にプラズマ中のイオン
（正の電荷を帯びた粒子）の温度を上げていくのがこの加熱方
法です。LHDの場合、アンテナから入射される電磁波の周波
数は約40メガヘルツで、FMラジオで使われている周波数帯
と同じです。
　将来の核融合炉では、高速で高エネルギーの粒子がプラズマ
の中にうまく閉じ込めることができなければ、プラズマを高温
に維持できません。LHDでICHを使うと、イオンを非常に高
速に加速し、高エネルギー粒子を作り出すことができます。
この高エネルギー粒子の振る舞いを研究し、うまく閉じ込め
ることができれば、核融合炉の実現に見通しを得ることがで
きます。
　写真を見ていただくと分かりますが、ICHのアンテナは上下一対になっています。そして
なるべくプラズマ表面にアンテナの表面を近づけるために、プラズマの形に合わせてアンテ
ナも少しひねった形になっています。今回はこの上下一対のみで実験を行っていますが、来
年度にはさらにもう一対を追加し加熱能力を上げていく予定です。

A アンテナ
B コンテナ
C バンダナ

高エネルギー粒子研究のための
イオンサイクロトロン共鳴加熱実験を再開

イオンサイクロトロン共鳴加熱（ICH）
で、プラズマに電磁波を入射するために
取り付けた部品の名前はなに？

クイズDEプラズマ博士

　正解者の中から抽選で10名様にプラズマくん・ヘ
リカちゃんグッズをプレゼントします。解答、お名
前、ご住所、よろしければ記事に対するご意見・ご
感想もご記入の上、メールまたはハガキ（広報室宛）
にてご応募ください。
　　送付先:nifs@nifs.ac.jp（締切1月31日）
　　　（正解は次号とホームページ上で）
　10月号の正解は「C カメラ」でした。たくさんの
ご応募ありがとうございました。

LHD NOW
ナ　ウ

LHDに設置されているイオンサイ
クロトロン共鳴加熱（ICH）用ア
ンテナ

　11月5日から8日まで、土岐市のセラトピア土岐を会場に「国
際土岐コンファレンス」を開催しました。研究所が創設された
1989年以降ほぼ毎年開かれているこの会議は、今回で28回目に
なります。11か国から225名の参加があり、プラズマ・核融合研
究に関する活発な議論が展開されました。また今年から、学生優秀
発表賞が新設され、3名の学生が表彰されました。

第 28回国際土岐コンファレンスを開催しました

プラズマにゅーす

　10月4日、名古屋大学低温プラズマ科学研究センターと連
携・協力の推進に関する協定書を締結しました。この協定に
より、プラズマを用いた新たな科学技術を生み出すため、お
互いの研究開発能力と人材を十分に活かすことができます。
また、プラズマ科学技術に関する教育も活発になります。名
古屋大学で行われた調印式では、竹入康彦所長（写真左）と
名大低温プラズマ科学研究センターの堀 勝センター長（写真
右）が調印を取り交わしました。

　核融合科学研究所の仲田資季助教が、「磁場閉じ込
めプラズマの乱流・輸送および同位体質量効果に関
する研究」の成果に対して、日本物理学会の第14回
若手奨励賞を受賞することが決まりました。来年3月
に名古屋大学で開催される日本物理学会年次大会に
おいて、授賞式と受賞記念講演が行われます。仲田
助教は、スーパーコンピュータによる大規模シミュ
レーション（左図は計算結果の一例）によって、

LHDの重水素実験で現れた同位体効果のメカニズムの一つを明らかにし、長年の
問題の全容解明に向けた理解が進みました。

名古屋大学低温プラズマ科学研究センターと連携・協力に関する
協定書を締結しました2

3

1

研究所の研究者が日本物理学会の若手奨励賞を受賞しました

　7月15日から12日間、核融合科学研究
所に併設されている総合研究大学院大学
（総研大）核融合科学専攻とロシアのサン
クトペテルブルグ工科大学が合同でプラズ
マ・核融合に関する夏の学校をサンクトペ
テルブルグにて開催しました。夏の学校に
はアメリカ、イラン、オランダ、オース
トリア、ギリシャ、中国、ポルトガル、ポー

ランド、ロシアの計9カ国から合計37名の学生の参加がありました。核融合科学
専攻からは2名が講師として参加し、熱心な学生から多くの質問を受けました。

4 総合研究大学院大学がロシアで夏の学校を開催しました

来賓・参加者による記念撮影

開校式には他分野の夏の学校の学生達も集まりました

シミュレーションの結果

調印式の様子

　研究所の芝生で、フユ
ノハナワラビ（冬の花蕨）
が出てきました。植物の
種子のように見えます
が、これは胞子が詰まっ
た粒々です。太古の昔、
シダ植物から種子植物に
進化する途中の中間的な
植物の生き残りではない
かとも言われています。

研究所の中や周りの自然を紹介するね
いろいろな生き物が暮らしているんだよ

研究所の最新ニュースを紹介します

さんぽみち
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